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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月24日(2011.2.24)
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも第一溶接ワイヤー（４）および第二溶接ワイヤー（５）のうちの一本に電流
を送るため、および溶接装置（２８）のために配置された接触取り付け器具（１）であっ
て、該接触取り付け器具（１）は、長軸（６）と、第一端部（８）および第二端部（９）
を伴い、ハウジング（７）の第一端部（８）からハウジング（７）の第二端部（９）へと
長軸（６）に平行に走るように溶接ワイヤー（４、５）が配置されたハウジング（７）と
、
該第一溶接ワイヤー（４）のみに接触するように配置された第一接触デバイス（３２）と
、
該第二溶接ワイヤー（５）のみに接触するように配置された第二接触デバイス（３３）と
、
該第一接触デバイス（３２）と該第二接触デバイス（３３）の間に配置され、該第一接触
デバイス（３２）と該第二接触デバイス（３３）の両方に関連して可動であり、該第一溶
接ワイヤー（４）と該第二溶接ワイヤー（５）の両方に接触するように配置された第三接
触デバイス（２５）を有し、
該第一接触デバイス（３２）は細長い形状を有し、該ハウジング（７）に固定されて配置
され、該ハウジング（７）の第一端部（８）とハウジング（７）の第二端部（９）にある
第一端部（２４）から基本的に長軸（６）に平行に第二端部（１３）へと伸びており、
該第二接触デバイス（３３）は細長い形状を有し、
該ハウジング（７）にバネで留められて吊るされており、
該ハウジング（７）の第一端部（８）とハウジング（７）の第二端部（９）にある第一端
部（１７）から基本的に第一接触デバイスに平行に第二端部（１８）へと伸びていること
を特徴とする、
接触取り付け器具（１）。
【請求項２】
　前記第一接触デバイス（３２）が、前記ハウジング（７）に取り付けられた第一アーム
（１０）および前記第一溶接ワイヤー（４）に接触するように前記第一アーム（１０）に
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配置された第一接触子（１１）を有している請求項１に記載の接触取り付け器具（１）。
【請求項３】
　前記第一接触子（１１）が、前記ハウジング（７）から近いアーム上の第一点からハウ
ジング（７）から遠い第二点へと伸びている請求項２に記載の接触取り付け器具（１）。
【請求項４】
　前記第一接触子（１１）が、前記第一接触デバイス（３２）の第二端部（１３）へと伸
びている請求項３に記載の接触取り付け器具（１）。
【請求項５】
　前記第一アーム（１０）が、前記第一接触デバイス（３２）の第二端部（１３）へと伸
びている請求項２～４のいずれか１項に記載の接触取り付け器具（１）。
【請求項６】
　前記第一アーム（１０）の断面積が、前記ハウジング（７）から前記第一接触デバイス
（３２）の第二端部（１３）へと向かって減少する請求項２～５のいずれか１項に記載の
接触取り付け器具（１）。
【請求項７】
　前記第一アーム（１０）の断面積が、前記ワイヤーによって画定される平面に垂直なそ
の寸法で減少し、前記ハウジングから前記第一接触デバイス（３２）の第二端部（１３）
の方向へと向かって減少する請求項６に記載の接触取り付け器具（１）。
【請求項８】
　前記第一アーム（１０）の断面積が、前記ワイヤーによって画定される平面においてそ
の寸法で減少し、前記ハウジングから前記第一接触デバイス（３２）の第二端部（１３）
の方向へと向かって減少する請求項６または請求項７に記載の接触取り付け器具（１）。
【請求項９】
　前記第二接触デバイス（３３）が、前記ハウジングに取り付けられた第二アーム（１４
）および前記第二溶接ワイヤー（５）に接触するように前記第二アーム（１４）に配置さ
れた第二接触子（１５）を有している請求項１～８のいずれか１項に記載の接触取り付け
器具（１）。
【請求項１０】
　前記第二接触子（１５）が、前記ハウジング（７）から隔てられた前記第二アーム（１
４）の第一点から、ハウジング（７）から遠く離れた第二点へと伸びている請求項９に記
載の接触取り付け器具（１）。
【請求項１１】
　前記第二接触子（１５）が、前記第二接触デバイス（３３）の第二端部（１８）へと伸
びている請求項１０に記載の接触取り付け器具（１）。
【請求項１２】
　前記第二アーム（１４）が、前記第二接触デバイス（３３）の第二端部（１８）へと伸
びている請求項９～１１のいずれか１項に記載の接触取り付け器具（１）。
【請求項１３】
　前記第二アーム（１４）の断面積が、前記ハウジングから前記第二接触デバイス（３３
）の第二端部（１８）の方向へと向かって減少する請求項９～１２のいずれか１項に記載
の接触取り付け器具（１）。
【請求項１４】
　前記第二アーム（１４）の断面積が、前記ワイヤーによって画定される平面に垂直なそ
の寸法で減少し、前記ハウジングから前記第二接触デバイス（３３）の第二端部（１８）
の方向へと向かって減少する請求項９に記載の接触取り付け器具（１）。
【請求項１５】
　前記第二アーム（１４）の断面積が、前記ワイヤーによって画定される平面においてそ
の寸法で減少し、前記ハウジングから前記第二接触デバイス（３３）の第二端部（１８）
の方向へと向かって減少する請求項９または請求項１４に記載の接触取り付け器具（１）
。
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【請求項１６】
　前記第三接触デバイスが、前記第一接触デバイス（３２）および前記第二接触デバイス
（３３）と関連して回転可能かつ可動なように配置された請求項１～１２のいずれか１項
に記載の接触取り付け器具（１）。
【請求項１７】
　前記第三接触デバイスが、第三接触デバイスに固定されて配置され、第三接触デバイス
を通って伸びた誘導手段を有し、第三接触デバイスの両側に突き出しており、該誘導手段
を受け入れるために前記第一接触デバイス（３２）および前記第二接触デバイス（３３）
には穴が開いている請求項１６に記載の接触取り付け器具（１）。
【請求項１８】
　前記誘導手段が、前記ハウジング（７）から隔てられた第三接触デバイスに固定されて
配置された少なくとも一つのピン（２６）によって構成され、該ピン（２６）を受け入れ
るために前記第一接触デバイス（３２）と前記第二接触デバイス（３３）に穴（２７）が
開いている請求項１７に記載の接触取り付け器具（１）。
【請求項１９】
　前記誘導手段が、少なくとも二つのピン（２６）から構成される請求項１８に記載の接
触取り付け器具（１）。
【請求項２０】
　前記ピンが、前記ハウジング（７）から異なった距離において前記第三接触デバイスに
固定されて配置されている請求項１９に記載の接触取り付け器具（１）。
【請求項２１】
　前記誘導手段が、平板から構成されている請求項１７に記載の接触取り付け器具（１）
。
【請求項２２】
　前記ハウジング（７）が、その第二端部（９）から隔てられたところにヒール（３１）
を有し、該ヒール（３１）は前記第二接触デバイス（３３）がその第一端部（１７）に接
触するように配置され、その周りでは前記第二接触デバイス（３３）が前記長軸（６）と
前記第一接触デバイス（３２）によって画定される平面において回転可能となっている請
求項１～２１のいずれか１項に記載の接触取り付け器具（１）。
【請求項２３】
　前記第二接触デバイス（３３）が、貫通した穴を有し、そこをねじ頭（２２）付きのね
じ（２１）が通っており、該ねじ（２１）はハウジング（７）にねじ留めされており、前
記第二接触デバイス（３３）にバネを利用して力を加えるためにねじ頭（２２）と第二接
触デバイス（３３）の間にバネ手段（２３）が配置されている請求項２２に記載の接触取
り付け器具（１）。
【請求項２４】
　前記バネ手段（２３）が、カップバネ、つる巻きバネ、板バネおよびゴムバネからなる
群から選択される少なくとも一つを有する請求項２３に記載の接触取り付け器具（１）。
【請求項２５】
　請求項１～２４のいずれか１項に記載の接触取り付け器具（１）を含む溶接装置（２８
）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　粉末溶接法は、溶接に関連したよく知られた技術である。粉末溶接法のための既知の接
触取り付け器具においては、二本のワイヤーが平行に正方向に送られ、該溶接ワイヤーは
共通の第一接触子を通過し、共通の第二接触子によって押圧される。前述の解決策に対す
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る問題点は、例えば、製造のばらつきやツルーイングデバイスにおける平坦化や給送機構
が原因で、溶接ワイヤー間でいくらか直径が異なる場合、両方の接触子が溶接ワイヤーを
均一に押圧しないことにより、溶接ワイヤーへの電流遷移に悪影響を与えることである。
同様の現象は、接触子を外側へ押圧する溶接ワイヤーの屈曲によっても起こり得、又は接
触子がワイヤーと共に接触表面において不均一に装着されている場合にも起こり得る。さ
らに前述の解決策に対する他の問題点は、両方の溶接ワイヤーが接触デバイスに導入され
ている状態で、接触取り付け器具が溶接配置においてその場で（ｏｎ　ｐｌａｃｅ）組み
立てられなければならないことである。組み立ては難しい精密段階であり、接触子の先端
における溶接ワイヤーへの良好な電流遷移を保証するためには、接触子の弾性が正しくな
るように確実に作成されなければならない。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　前記英国特許による接触取り付け器具の問題点は、接触取り付け器具はワイヤーによっ
て画定される平面において比較的幅広であるということである。多くの場合、ワイヤーに
よって画定される平面には二つ以上の接触取り付け器具を隣同士に配置することが望まし
く、その場合すべてのワイヤーが溶接点においてお互いに近接して配置され得ることも望
ましい。しかしながら、該英国特許による接触取り付け器具においては、ワイヤーをお互
いに近接して配置することは難しい。該英国特許による接触取り付け器具における他の問
題点は、バネで留められた接触子または可動中間接触子を通して行われるべきである十分
な大電流を第二ワイヤーへ伝送することが、難しいことである。該英国特許による接触取
り付け器具における更なる問題点は、接触取り付け器具の端部から比較的遠い距離におい
て、バネで留められた接触子がワイヤーを押圧することである。その結果、溶接ワイヤー
がバネで留められた接触子から溶接点までの途中で曲がることがある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の目的は、二本の溶接ワイヤー用に設計された溶接装置のための接触取り付け器
具、およびそのような接触取り付け器具を備えた溶接装置を提供することであり、その接
触取り付け器具は、ワイヤーの不ぞろいさとは無関係に、両方の溶接ワイヤーに均等な圧
力をかけるものである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の更なる目的は、少なくとも二本の溶接ワイヤー用に設計された溶接装置のため
の接触取り付け器具、およびそのような接触取り付け器具を備えた溶接装置を提供するこ
とであり、その接触取り付け器具は、ワイヤーによって画定される平面において狭く、お
よび／またはワイヤーによって画定される平面に対して垂直に狭いものである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　電流を少なくとも第一溶接ワイヤーおよび第二溶接ワイヤーに送るため、および溶接装
置のために設計された本発明による接触取り付け器具は、第一端部および第二端部と共に
長軸およびハウジングを有する。ハウジングは、溶接ワイヤーがハウジングの第一端部か
らハウジングの第二端部へと長軸に対して平行に走るように配置されている。接触取り付
け器具は、第一溶接ワイヤーのみに接触するように配置されている第一接触デバイス、第
二溶接ワイヤーのみに接触するように配置されている第二接触デバイス、および第一接触
デバイスと第二接触デバイスの間に配置され、第一接触デバイスと第二接触デバイスに関
連して可動であり、第一溶接ワイヤーと第二溶接ワイヤーの両方に接触するように配置さ
れている第三接触デバイスを更に含む。接触取り付け器具は、第一接触デバイスが細長い
形状を有しており、ハウジングに固定されるように配置されており、ハウジングの第一端
部とハウジングの第二端部の間に配置された第一端部から基本的に長軸に平行に第二端部
へと伸びていること、および、第二接触デバイスが細長い形状を有しており、ハウジング
内にて吊るされてバネで留められており、ハウジングの第一端部とハウジングの第二端部
の間に配置された第一端部から基本的に第一接触デバイスと平行に第二端部へと伸びてい
ることを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　接触デバイスはその一端をハウジングに吊るされており、接触デバイスは原則としてハ
ウジング外を自由に移行する。これにより、溶接ワイヤーにかかる圧力に対してのみ寸法
決定される接触デバイスが得られる。それ故に本発明の接触取り付け器具によって、接触
デバイスは溶接ワイヤーが接触取り付け器具から去る場所において狭く作られることがあ
る。これにより、溶接ワイヤーが不ぞろいであることや曲がっていることとは無関係に、
両方の溶接ワイヤーに均一な圧力がかけられる時に、いくつかの接触取り付け器具が同時
に溶接領域においてお互いに近接して配置されることがある。本発明の接触取り付け器具
によれば、直径の異なる多数の溶接ワイヤーのうち、どれをも使用することができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　上記の回転性および可動性を提供するために、第三接触デバイスは、第三接触デバイス
に固定されて配置された誘導手段を含み、その誘導手段は第三接触デバイスを通って伸び
、第三接触デバイスの両側に突き出しており、その誘導手段を受け入れるために第一接触
デバイスと第二接触デバイスに穴が開いている。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　本発明の第二の態様によれば、溶接装置は、請求項の何れかによる接触取り付け器具を
含んで提供される。そのような溶接装置は、本発明による接触取り付け器具と同様の利点
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を提供する。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
【図１】本発明の実施形態による接触取り付け器具を示す。
【図２】図１の接触取り付け器具の分解図である。
【図３】図１および図２の接触取り付け器具を含む溶接装置を示す。
【図４】本発明の別の実施形態による平板の形をした誘導手段と共に第三接触デバイスを
概略的に示す。
【図５】本発明の別の実施形態による接触取り付け器具の端部を概略的に示す。
【図６】本発明の別の実施形態による接触取り付け器具の端部を概略的に示す。
【図７】図６の視野に対して垂直な視野で図６の接触取り付け器具の一部分を概略的に示
す。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　図１は本発明の実施形態による接触取り付け器具１を示し、一方、図２は図１の接触取
り付け器具の分解図である。図１に示されるように、第一誘導管２および第二誘導管３は
接触取り付け器具１に接続され、第一溶接ワイヤー４および第二溶接ワイヤー５を接触取
り付け器具１に導くように配置されている。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　接触取り付け器具１は、長軸６、第一端部８および第二端部９を有するハウジング７、
ハウジング７を通り、ハウジング７の第一端部８からハウジング７の第二端部９へと長軸
に平行に出力されるように配置された溶接ワイヤー４および５を有する。接触取り付け器
具１は、第一アーム１０および第一接触子１１により構成される第一接触デバイス３２を
も有する。第一アーム１０は、細長い形状を有し、ハウジング７の第一側面１２上でハウ
ジング７に固定されて配置され、ハウジング７の第一端部８とハウジングの第二端部９の
間に配置された第一端部２４から基本的に長軸に平行にハウジング７から隔たった第二端
部１３へと伸びている。第一接触子１１は、第一溶接ワイヤー４と接触するために、ハウ
ジング７の第一側面１２から離れる方へ向かう第一アームの側面に配置され、基本的にハ
ウジング７から第一接触デバイスの端部１３へと伸びている。第一アーム１０は、アーム
ねじ手段１９によってハウジング７に取り付けられ、第一接触子１１は、第一接触子ねじ
（ｓｈｏｅ　ｓｃｒｅｗｓ）セット手段２０によって第一アーム１０に取り付けられてい
る。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００４６】
　接触取り付け器具１は、第二アーム１４および第二接触子１５を含む第二接触デバイス
３３を更に有する。第二アーム１４は、細長い形状を有し、ハウジング７の第二側面１６
上にハウジング７にバネで留められて吊り下げられており、ハウジング７の第一端部８お
よびハウジングの第二端部９の間に配置されている第一端部１７から、基本的に長軸に平
行に、ハウジング７から隔たった位置に配置されている第二端部１８へと伸びている。第
二接触子１５は、第二溶接ワイヤー５に接触するために、および基本的にハウジング７か
ら第二接触デバイスの第二端部１８へと伸びるようにするために、第一アームに向かう第
二アームの側面に配置されている。第二接触子１５は、第二接触子ねじセット手段２９に
よって第二アーム１４に取り付けられている。ハウジング７の第二側面１６において、ハ
ウジングの第二端部９から隔たった所で、ヒール３１が配置されており、それに対して第
二アーム１４の第一端部１７がある。第二アーム１４は、貫通した穴を有しており、そこ
にはねじ頭２２付きのスプリングねじ２１が配置され、ハウジング７にねじ留めされてい
る。ねじ頭２２それぞれと第二アーム１４の間に、第一アーム１０および第一接触子１１
の方向に向かって、第二アーム１４および第二接触子１５に力を働かせるカップバネ形状
のばね手段２３が配置されている。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　ハウジング７の第一側面１２において、接触取り付け器具１の第一側面１２を介した望
まれない放電を防ぐために、第一分離スリーブ３０が配置されている。これに対応して、
接触取り付け器具１の第二側面１６を介した望まれない放電を防ぐために、ハウジング７
の第二側面１６に第二分離スリーブ３４が配置されている。接触取り付け器具１を溶接装
置２８に固定する手段を提供するために、第一クランプ３５および第二クランプ３６は、
ハウジングの第一端部８に配置されている（図３）。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　図３において、本発明による接触取り付け器具１を含む粉末溶接法のための溶接装置２
８が概略的に示されている。溶接装置は、溶接ワイヤー３０を接触取り付け器具１へと送
るように配置されている給送装置を含み、接触取り付け器具１と溶接表面３２の間に電圧
を加えるための電源に接続されている。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　図５ａは、本発明の他の実施形態による接触取り付け器具１の端部を概略的に示してい
る。図５ｂは、図５ａの視野に対して下方から垂直な視野における図５ａと同じ接触装置
を示している。第一接触デバイス３２は、図５ａの視野において見られるように、Ｌ字型
を有している。図５ｂの視野においては、開口部３９を分離するブリッジ３８が示されて
おり、開口部３９には第一溶接ワイヤー４が通るように配置されており、同様に開先４０
には第二溶接ワイヤー５が通るように配置されている。第三接触デバイス２５は、第三接
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触デバイス２５の落下を防ぐブリッジ３８の上に載っている。従って、第三接触デバイス
２５は、なんらの誘導手段をも必要としない。第二接触デバイス３３は、開先４０を通る
ように配置されている。第一接触デバイス３２および第二接触デバイス３３のうちの一つ
は、バネで留められて配置され得る。図５の接触取り付け器具の機能は、上記で説明され
たものと同様である。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　図６は、本発明の他の実施形態による接触取り付け器具の端部を概略的に示している。
図６の接触取り付け器具と図１および図２における接触取り付け器具との違いのみを説明
する。第三接触デバイス２５は、ハウジング７中の曲がった開先４３を通り、回転軸４１
の周りを回転可能なように配置された、誘導ピン４２の形式の誘導手段を含む。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　第一接触子１１および第二接触子１５が両方とも共通の第三接触子２５を押圧できるよ
うに、それらの両方をバネで留めることもできる。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　本発明による接触取り付け器具は、粉末溶接法（ＰＷ）以外の溶接形式にも使用できる
。
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